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職
業
奉
仕
月
間
・
米
山
月
間 

平
成
22
年 

10
月
27
日
（
水
） 

職
場
例
会 

― 

名
古
屋
城
本
丸 

御
殿
復
元
工
事 

見
学
会 

― 

於 

名
古
屋
能
楽
堂 

 
 

 
 

レ
ス
ト
ラ
ン
「
城
」 

 
 

会
員
61
名 

出
席
計
算
数 50

名
中
41
名
出
席 

出
席
率
82
・
00
％ 

前
々
回
出
席
率
85
・
71
％ 

 

ゲ
ス
ト 

飯
田 

昭
夫
さ
ん
の
奥
様 

飯
田 

美
代
子
さ
ん 

元
米
山
記
念
奨
学
生 

ジ
ラ
ル
ン
ル
ァ
ン
チ
ャ
イ
・ 

グ
ン
テ
ィ
ダ
ー 

元
米
山
記
念
奨
学
生 

 

徐 
 

冬
梅 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

 
 

 
 

 

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
・
テ
ィ
ン 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

 
 

 
 

 

職
業
奉
仕
委
員
会
の
皆
さ

ん
、
御
苦
労
様
で
す
。 

岩
崎 

征
一 

吉
田 

憲
一 

本
丸
見
学
会
楽
し
み
で
す
。 

堀
江 

英
弥 

今
日
は
日
本
文
化
を
十
分

に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

   
 

 

職
業
奉
仕
委
員
会
一
同 

 

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

岩
崎 

征
一 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
職
場

例
会
で
す
。
名
古
屋
開
府
４
０
０
年
を

記
念
し
て
実
現
し
ま
し
た
、
こ
の
本
丸

御
殿
の
復
元
は
、
近
世
武
家
文
化
の
香

り
漂
う
文
化
遺
産
と
、
匠
の
も
の
づ
く

り
の
技
と
心
を
、
次
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
夢
の
あ
る
事
業
で
す
。
か
つ
て
名
古

屋
城
の
本
丸
に
は
天
守
閣
の
南
側
に
本

丸
御
殿
が
有
り
ま
し
た
。
こ
の
本
丸
御

殿
は
、
近
世
城
郭
御
殿
の
最
高
傑
作
と

言
わ
れ
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
建

物
で
、
現
在
国
宝
に
な
っ
て
い
る
京
都

二
条
城
の
二
の
丸
御
殿
と
並
ぶ
、
武
家

風
書
院
造
り
の
双
璧
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 世

間
の
関
心
も
高
く
既
に
45
億
円

以
上
の
寄
付
金
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

約
10
年
間
の
期
間
と
１
５
０
億
円
以

上
の
費
用
を
か
け
て
、
第
１
期
・
２
期
・

３
期
と
分
け
て
完
成
さ
せ
て
、
そ
の
都

度
、
皆
さ
ん 

に
公
開
す
る 

予
定
を
立
て 

て
い
ま
す
。 

10
月
26 

日
ま
で
第
１ 

期
の
玄
関
ま 

わ
り
の
素
屋 

根
等
の
特
別 

公
開
が
開
催 

さ
れ
て
、
完 

成
さ
れ
た
ら 

見
る
事
の
出 

来
な
い
部
分
、
床
く
み
下
地
・
屋
根
裏
・

小
屋
組
み
な
ど
の
、
人
間
で
言
う
と
こ

ろ
の
骨
格
が
見
事
に
完
成
さ
れ
て
い
る

事
を
発
表
し
て
い
ま
す
。 

今
日
は
日
本
文
化
の
伝
統 

匠
の
技

を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

名
古
屋
城
本
丸
御
殿 復

元
工
事
見
学
会 

職
業
奉
仕
委
員
長 

大
原 

敏
正 

10
月
27
日
（
水
）
49
名
の
参
加
に

よ
り
本
丸
御
殿
復
元
工
事
見
学
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
前
日
か
ら
急
激
に
気
候

が
冬
の
よ
う
な
寒
さ
と
な
り
、
当
日
の

参
加
者
に
変
更
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
が

１
名
の
欠
席
だ
け
で
し
た
。 

12
時
よ
り
名
古
屋
城
能
楽
堂
レ
ス
ト

ラ
ン
「
城
」
に
て
例
会
開
始
、
今
回
の

見
学
会
の
た
め
に
特
別
に
あ
つ
ら
え
て

も
ら
っ
た
「
本
丸
御
膳
」
を
頂
き
、
参

加
者
数
の
関
係
か
ら
20
名
弱
の
グ
ル

ー
プ
２
組
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
は
岩
崎
会
長
率
い
る
信
長
隊
と
、

大
原
率
い
る
秀
吉
隊
に
分
か
れ
て
見
学

を
行
い
ま
し
た
。「
原
寸
加
工
場
」「
素
屋

根
見
学
」「
見
学
コ
ー
ナ
ー
」「
会
議
室

で
の
八
神
建
築 

佐
藤
工
事
主
任
か
ら

の
説
明
」
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
り
ま

し
た
。 

 

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
木
材
加

工
場
で
は
大
梁
に
用
い
ら
れ
る
樹
齢
３

０
０
年
か
ら
３
３
０
年
の
木
曽
檜
の
大

き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
伐
採
時
に
は
幹

の
太
さ
は
60
〜
70
セ
ン
チ
、
高
さ
は 

                 

30
メ
ー
ト
ル
位
は
あ
る
そ
う
で
、
大
き

い
も
の
で
１
本
数
百
万
円
か
ら
１
０
０

０
万
円
位
す
る
そ
う
で
す
。
木
曽
檜
と

は
「
木
曽
谷
」
と
「
裏
木
曽
」
地
域
で

伐
採
さ
れ
た
も
の
の
み
に
つ
け
ら
れ
る

名
称
で
、
最
高
の
檜
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
地
域
は
江
戸
時
代

尾
張
藩
の
直
轄
御
用
林
で
あ
り
ま
し
た
。 

先
日
ま
で
名
古
屋
で
生
物
多
様
性
会

議
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
重

要
性
を
理
解
出
来
る
か
否
か
は
そ
の
民

族
性
に
も
依
る
よ
う
で
す
。
幸
い
日
本

人
は
自
然
の
偉
大
さ
や
霊
性
を
大
昔
か

ら
強
く
感
じ
ら
れ
る
民
族
で
あ
っ
た
よ

う
で
、
そ
れ
は
樹
齢
が
数
百
年
な
ど
と

い
う
よ
う
な
大
木
の
伐
採
時
に
は
自
然

へ
の
感
謝
や
畏
怖
の
念
か
ら
注
連
縄
を

張
っ
た
り
、
独
特
の
儀
式
が
行
わ
れ
ま 
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し
た
。 

 

そ
の
中
で

「
鳥
総
立
て

（
と
ぶ
さ
だ

て
）」
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
あ
る

そ
う
で
す
。
こ

れ
は
杣（
そ
ま
、

木
こ
り
）
が
大

木
を
伐
採
し
た

時
、
切
り
株
の 

真
ん
中
に
切
り

倒
し
た
木
の
先 

端
を
差
し
込
み
伐
採
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
再
び
こ
れ
が
生
着
し
て
大
き
く

育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
る
も
の
で
す
。

大
変
に
古
く
か
ら
の
し
き
た
り
の
様
で
、

万
葉
集
に
も
こ
の
言
葉
が
歌
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。 

大
陸
か
ら
様
々
な
知
識
や
技
術
が
渡

来
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
精

神
性
は
日
本
古
来
か
ら
の
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の

念
を
日
本
人
は
誇
り
と
し
て
世
界
に
も

っ
と
発
信
し
て 

い
く
べ
き
と
強 

く
思
い
ま
し
た
。 

最
後
に
今
回 

の
見
学
会
は
「 

八
神
建
築
様
」 

の
ご
好
意
で
行 

う
こ
と
が
で
き 

ま
し
た
こ
と
を 

ご
報
告
し
ま
す 

と
と
も
に
感
謝 

い
た
し
ま
す
。 

名
古
屋
城
お
よ
び
本
丸
御
殿
デ
ー
タ
ー 

①
名
古
屋
城
は
徳
川
家
康
が
、
関
ヶ
原

の
合
戦
以
降
豊
臣
方
と
の
緊
張
が
高

ま
る
中
、
大
坂
方
面
の
備
え
、
交
通

の
要
所
と
し
て
尾
張
の
国
を
重
視
、

清
洲
城
か
ら
名
古
屋
へ
遷
府
を
決
め
、

慶
長
15
年
（
１
６
１
０
年
）
加
藤
清

正
、
福
島
正
則
ら
に
命
じ
普
請
、
２

年
後
の
慶
長
17
年
に
は
ほ
ぼ
完
成
。 

慶
長
15
年 

２
月
工
事
開
始
、（
堀
の
掘
削
、
盛
り
土
） 

６
月
土
工
事
完
了
、 

石
垣
基
礎
工
事
開
始
（
根
石
置
き
） 

８
月
天
守
台
完
成 

12
月
本
丸
、
二
之
丸
、
西
之
丸
、
御
深
井

丸
の
石
積
み
完
了 

慶
長
17
年 

12
月
天
守
閣
完
成（
作
事
奉
行
は
小
堀
遠

州
ら
）
着
工
か
ら
僅
か
２
年
、
延
べ

床
面
積
は
江
戸
城
、
大
阪
城
を
上
回

る 

慶
長
20
年
（
１
６
１
５
年
） 

２
月
に
本
丸
御
殿
完
成
、 

４
月
紀
州
藩
浅
野
幸
長
の
娘
春
姫
と 

結
婚 

②
当
初
、初
代
尾
張
藩
主
徳
川
義
直（
家

康
の
第
９
子
、
尾
張
徳
川
家
の
始
ま

り
）
の
住
居
と
藩
の
政
務
所
と
し
て

用
い
ら
れ
た
が
、
実
際
の
使
用
は
４

年
ほ
ど
。
そ
の
後
将
軍
が
上
洛
す
る

際
の
宿
舎
と
な
っ
た
。 

昭
和
20
年
５
月
14
日
の
名
古
屋
大

空
襲
で
消
失
。
復
元
工
事
は
平
成
21

年
着
工
、
平
成
30
年
全
体
完
成
予
定
、

３
期
工
事
と
な
る
。 

１
期
工
事
（
平
成
25
年
３
月
完
成
、
表

書
院
、
中
之
口
部
屋
、
溜
之
間
ま
で
、
素

屋
根
撤
去
、
移
動
） 

２
期
工
事
（
平
成
28
年
３
月
完
成
、
対

面
所
ま
で
、
素
屋
根
撤
去
、
移
動
） 

３
期
工
事
（
平
成
30
年
３
月
完
成
、
上

洛
殿
） 

総
事
業
費 

約
１
５
０
億
円 

③
木
造
平
屋
建
て
こ
け
ら
葺
き 

書
院

造
り
、
の
べ
面
積
約
３
，１
０
０
平
米 

本
丸
の
規
模
は
江
戸
城
、
大
阪
城
よ

り
規
模
が
大
き
く
最
大
。
現
在
国
宝

の
京
都
二
条
城
の
二
の
丸
御
殿
と
並

び
江
戸
時
代
初
期
の
武
家
風
書
院
造

り
の
双
璧
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

④
障
壁
画
は
名
古
屋
大
空
襲
時
に
持
ち

出
し
た
２
２
面
が
重
要
文
化
財
、
御

殿
全
体
で
は
１
，０
４
９
面
あ
っ
た
。 

⑤
創
建
時
を
忠
実
に
模
し
た
が
、
礎
石

の
下
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
っ
て

あ
る
。
こ
れ
は
創
建
時
の
礎
石
が
空

襲
の
熱
で
も
ろ
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
遺
構
と
し
て
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
下
に
保
存
し
て
あ
る
。 

⑥
屋
根
は
創
建
時
と
同
じ
こ
け
ら
葺
き

（
杉
材
、
ま
た
は
サ
ワ
ラ
の
板
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
７
２
８
年
に
防
火
対
策
と
し
て「
さ

ん
瓦
葺
き
」
に
変
更
さ
れ
た
が
、
明

治
時
代
に
は
一
部
「
銅
瓦
葺
き
」
と

な
っ
た
。
今
回
創
建
時
に
戻
す
。 

⑦
明
治
３
年
、
名
古
屋
城
の
取
り
壊
し

決
定
。
明
治
５
年
、
駐
日
ド
イ
ツ
公

使
フ
ォ
ン
、
ブ
ラ
ン
ト
の
進
言
に
よ

り
取
り
壊
し
中
止
。
明
治
12
年
、
山

県
有
朋
の
進
言
で
城
郭
の
保
存
決
定
。 

  

大
道
町
人
祭 

社
会
奉
仕
委
員
長 

髙
木 

政
義 

十
月
十
五
日
（
前
夜
祭
）、
十
六
日
、

大
須
の
お
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
今

年
は
二
台
の
山
車
が
大
須
商
店
街
に
登

場
し
ま
し
た
。梵
天
車
と
童
子
車
で
す
。

梵
天
車
が
引
か
れ
る
の
は
久
し
ぶ
り
と

の
こ
と
、
ま
た
童
子
車
は
今
年
六
月
に

完
成
し
、
上
海
万
博
に
出
展
さ
れ
ま
し

た
。
童
子
車
で
は
子
供
に
よ
る 

〝か
ら

く
り
〟 

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

ク
ラ
ブ
関
係
者
の
担
当
は
山
車
の
引
き

手
の
周
り
の
警
護
で
し
た
。
前
夜
祭
で

の
万
松
寺
に
は
河
村
名
古
屋
市
長
も
来

ら
れ
お
祭
り
気
分
が
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。 

              

 

                               

広
報
委
員
会 

近
藤 

明
美
・
前
田 

隆
久 

近
藤
宏
一
郎
・
杉
浦 

令
淑 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た 

 

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


